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@ABCD,EFGH

首都直下で発生するスラブ内地震等の強震動予測のための
震源断層モデルを高度化するため，平成21年度は以下のよ
うな調査研究を実施する．

（１）平成20年度に得られた破壊領域，アスペリティ領域と地震規模
との経験式に基づいて，強震動予測のための特性化震源モデル構築法
を提案する．

（２）2001年芸予地震をターゲットとして，いくつかのシナリオ設定
を行い，経験的グリーン関数法により強震動シミュレーションを行っ
て観測記録と比較し 特性化震源モデルの妥当性を検証するて観測記録と比較し，特性化震源モデルの妥当性を検証する．

（３）サイト特性評価のため，2001年芸予地震の強震観測点のサイト
における微動観測を行う．
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@ABCD,EFîï

首都直下で発生するスラブ内地震等の強震動予測のための
震源断層モデルを高度化するため，平成21年度は以下のよ
うな調査研究を実施する．

（１）平成20年度に得られた破壊領域，アスペリティ領域と地震規模
との経験式に基づいて，強震動予測のための特性化震源モデル構築法
のプロトタイプを作成した．

（２）2001年芸予地震をターゲットとして，(1)に基づいていくつかの
地震シナリオ設定を行い，経験的グリーン関数法により強震動シミュ
レーションを行って観測記録と比較することによって 震源モデル構レ ションを行って観測記録と比較することによって，震源モデル構
築法の妥当性を調べた．スラブ地震用の特性化震源モデルによる強震
動の再現性がよいことを確認した．

（３）サイト特性評価のため，2001年芸予地震の強震観測点のサイト
における微動観測を行った．
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首都直下で発生するスラブ内地震等の強震動予測のための
震源断層モデルを高度化するため，平成22年度は以下のよ
うな調査研究を実施する．

平成21年度に検証をはじめたスラブ内地震の強震動予
測のための特性化震源モデル構築手法の適用性検証を
継続する．
対象とする地震としては，太平洋プレート内で起きて
いるスラブ内地震とする．いくつかの破壊シナリオを
設定し，経験的グリーン関数法や統計的グリーン関数
法による強震動シミュレーションを行い，観測記録と
比較して，モデル構築手法の適用性を検討する．


